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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】令和3年9月30日(2021.9.30)
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【国際特許分類】
   Ｆ２１Ｓ   2/00     (2016.01)
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【ＦＩ】
   Ｆ２１Ｓ    2/00     ３１２　
   Ｆ２１Ｓ    2/00     ６２２　
   Ｆ２１Ｓ    2/00     ６２１　
   Ｈ０１Ｌ   33/00     　　　Ｌ
   Ｆ２１Ｙ  115:10     　　　　
   Ｆ２１Ｙ  115:30     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年8月19日(2021.8.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの第１の発光素子と、少なくとも１つの第２の発光素子と、を有し、第
１の光を照射可能な第１の光源と；
　少なくとも１つの第３の発光素子と、少なくとも１つの第４の発光素子と、を有し、前
記第１の光よりも高い色温度の第２の光を照射可能な第２の光源と；
　を具備し、
　前記第１の発光素子は、第１の白色光を照射可能であり、
　前記第３の発光素子は、前記第１の白色光よりも高い色温度の第２の白色光を照射可能
であり、
　前記第２の発光素子、および前記第４の発光素子は、赤色光を照射可能であり、
　前記第１の光および前記第２の光が合わさることで、色温度が２０００Ｋ以上、３２０
０Ｋ以下の範囲において、平均演色評価数Ｒａが９０以上、特殊演色評価数Ｒ９が９０以
上となる発光モジュール。
【請求項２】
　前記第２の発光素子、および前記第４の発光素子は、ピーク波長が７００ｎｍ以上、７
５０ｎｍ以下の光を照射可能である請求項１記載の発光モジュール。
【請求項３】
　前記第１の白色光の色温度は、１８００Ｋ以下である請求項１または２に記載の発光モ
ジュール。
【請求項４】
　前記第１の発光素子と、前記第２の発光素子と、が直列接続されている、
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　または、
　前記第３の発光素子と、前記第４の発光素子と、が直列接続されている請求項１～３の
いずれか１つに記載の発光モジュール。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１つに記載の発光モジュールを具備した照明装置。
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